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算 数 科 学 習 指 導 案（略案）
平成２３年 ６月 ９日（木）第６校時

４年１組（教室） 指導者 石田 俊彦

１ 単元名 わり算のしかたを考えよう

２ 本時の学習（全１７時間分の学習の後に、深める学習として特設）

(1) ねらい
問題作りを通して、わり算の学習の理解を深めたり、考える力を高めたりすることが

できる。

(2) 準備
教師：学習プリント、学習プリントの拡大、「新しい問題」掲示用プリント、教科書

マジックペン

児童：教科書、ノート

(3) 展開
学 習 活 動 時間 学習活動への支援及び留意点 観点評価項目（方法）

（児童のつぶやき、動き など） （人権教育にかかわる配慮事項には ） ○おおむね ◎十分

◆努力を要する児童への手だて

１ 大課題「問題 ○学習プリントやその拡大掲示物

作りをしながら、 を活用し、時間の節約をする。

わり算の学習をま ５ ○本時の学習は、今までのまとめ

とめたり、さらに をしたり、さらに深めたりするた

深めたりしよう！」 めに行うことを確認する。

及び課題１「原問 ○原問題とは、もとの問題である

題を解いてみよ ことを知らせる。

う！」を知る。

２ 原問題（もと ○原問題は、今までに解いたこと

の問題）を解き、 のある平易な問題を取り上げる。

問題のしくみをと ５ 【原問題】

らえる。 ７２まいの色紙を、３人で同じ

①自力解決 数ずつ分けます。

②全体でまとめる。 １人分は何まいになりますか？

○今までの学習を振り返りながら、

立式をさせたり、答えを導かせ

たりする。

○言葉の式を考えさせることで、

問題の構造を確認させる。。

（全部の色紙の数）÷（人数）

＝ （１人分の色紙の数）

３ 課題２「原問 ○このような形での問題作りは初 考

題をもとにして、 めてなので、作り方のヒントを少 ○原問題の数値や色

新しい問題を作っ し与える。ただし、児童の数学的 紙という言葉を変え

てみよう！」を知 な考え方を高めるねらいもあるの る程度の簡易な問題

る。 で、ヒントを与えすぎないように を作ることができて

①問題作りのやり ２０ 配慮をする。 いる。

方を確認する。 ◎原問題をもとにし

②問題作りを行う。 ○机間指導をしながら、真剣に考 て、多様（２種類以

えている児童に対して賞賛の言葉 上の）問題を作るこ
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をかけたり、つまずいている児童 とができている。

には励ましやアドバイスの言葉を （プリントへの書き

かけたりする。 込み）

○机間指導をしながら、数名の問 ◆原問題の言葉や数

題を選び、掲示用プリントに転写 値を変えるだけでも

させ、掲示する。その際に、何種 新しい問題が作れる

類かの問題が掲示できるようにす ことなどを示唆す

る。 る。

（予想される問題の種類例）

Ａ…等分除の問題（１人分の数＜

１あたりの量＞を求める問題）

Ｂ…包含除の問題（人数＜いくつ

分＞を求める問題）

Ｃ…かけ算の問題（＜全体の量＞

を求める問題）

Ｄ…かけ算とわり算が複合した問

題

など

４ 課題３「みん ○児童の発言を大切にしながら、

なが作った問題を 分類をしていく。

分類（仲間分け） １０ ○分類をしながら、問題の構造を

しよう！」に取り 確認するとともに、わり算やかけ

組む。 算の理解を深めさせたり、考える

力を高めさせたりする。

５ （時間があっ ○時間がない時には、無理をして、

たら）友達が作っ （５） 問題を解く学習はしないようにす

た問題を１、２問 る。

解く。

６ 本時の学習の ５ ○次時の学習につながるような投

まとめと次時の学 げかけをする。

習内容等について ○次時までに、児童の作成した問

知る。 題を印刷し、問題集としてまとめ

「次回は、友達が ておく。

作った問題を解い ○授業で扱えなかった問題につい

てみましょう！」 ては、宿題等で行わせるようにし、

児童の学習意欲の継続化を図る。


